
 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供とおにごっこをしませんか 

校長  宍戸 敏和 

ローマの詩人ユベナリスの『風刺詩集』にある「大欲を抱かず、健康な身体に健全

な精神が宿るように祈らなければならない」の一部が訳された言葉で、「健全なる精神

は健全なる身体に宿る」は広く知られているかと思います。体が健康であれば、それ

に伴って精神も健全であるという意味であり、何事も身体がもとであるという意味も

あります。 

文部科学省は、変化の激しいこれからの社会を生きる子供たちには、「生きる力」を

育む必要があり、その要素として、「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」を挙げて

います。この要素をバランスよく育むことが重要であることは、お分かりいただける

と思います。本校では、このような現状を踏まえ、学校教育目標においても、「心身と

もに 健康な子」に重点を置いて、教育活動を行っています。 

さて、子供は特別なトレーニングをしなくても、遊びの中で、「歩く」「走る」「跳

ぶ」「投げる」「捕る」といった基本的な運動能力を身に付けていきます。昔は自然と

身に付けていた能力ですが、今の子供たちは、遊び仲間や遊ぶ場所、遊ぶ時間の減少

で、残念ながら、なかなか自然に覚える、とはいかなくなってきています。 

そこで、おにごっこです。誰もがよく知っている遊びですが、おにごっこは、「歩

く」「走る」の基本動作を相手の反応を見ながら行う必要があります。おにの動きに合

わせて、急に向きを変えたり、走ったり、スピードを上げたり、ゆるめたり……。か

なり体力を必要とする遊びです。おにごっこは、全てのスポーツの原点となる遊びと

言えます。1年生から6年生までおにごっこが好きな子は多いでしょう。高おに、色お

に、氷おになど、バリエーションも豊富なので、ルールも工夫しながら、友達と仲良

くできる遊びの一つです。学校でも短い休み時間に太

陽広場やいちょう広場で、時間いっぱいおにごっこを

楽しんでいるクラスも多く、担任も一緒に走り回って

いることもあります。 

これから暑い夏に向かいますので、熱中症には十分

気を付ける必要がありますが、大人も無理せずに、子

供のおにごっこの輪に入って、遊んでみませんか。 
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５年生 八ヶ岳移動教室 

 ５年生に進級し、ようやく新しいクラスに馴染んできた５月の１６日より、八ヶ岳高原学園に行ってきました。

コロナ禍で２年間中止されていた移動教室。初めて家族と離れて宿泊する子もたくさんいました。出発のと

きには気持ちも行動もバラバラでしたが、２泊３日の間、共に協力し励まし合う中でいつしかチームワークが

生まれ、集団生活の意識が高まりました。楽しい思い出と共にたくさんの成長した姿をお土産に、５年生の

学校生活がリスタートしています。 

 

国立天文台             キャンプファイヤー            飯盛山登山              ほうとう作り  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

部屋遊び                 朝会                    レクリエーション            就寝準備 

 

事 

牧場体験                 木工作                  係の仕事                 食事 

 

事 

 八ヶ岳では、２、３、４組のみんなとの交流や、先生たちが考えてくれたイベント、滝沢牧場の体験等、全

てがとても楽しかったです。先生方やお世話になった人たちに感謝の気持ちでいっぱいです。                                                                       

１組 内田 篤秀 

  

 

ぼくは八ヶ岳移動教室で、登山が一番大変でしたが、登り切ったときはすっきりしました。また、ほうとう作

りや牧場で学んだ、自分で料理する方法や命の大切さについても、今まで以上に理解することができま

した。                                                                 ４組 東   忠慶 

 

 私が八ヶ岳で一番がんばったことは、保健係です。みんなの体調がよいかを聞いたり、健康観察表を書

くように呼びかけたりしたことで、みんな元気に楽しく３日間を過ごすことができました。                                                          

３組 金子 幸恵 

 

 僕は、みんなで作ったほうとうが印象的でした。火をつけたり煮込んだりするのが、単純だけどむずかし

かったです。みんなと協力して、おいしいほうとうを作れてうれしかったです。                                          

２組 田原 光 

 

１組 内田 篤秀 



４年生 防災宿泊体験 

６月１０日（金）から１１日（土）にかけて、大地震のため帰宅できなくなったという想定で宿泊体験を行いました。

消防署や消防団、日本公衆電話会の方々に御協力いただきながら、消火器による消火体験、心肺蘇生の訓練、

災害伝言ダイヤル及び公衆電話の使い方、防災グッズ作りなどを学びました。非常食を実際に食べたり、体育館

や教室に毛布を敷いて寝たりと、多くのことを体験する中で、本当に地震が起きた時の身の守り方や一人一人に

どのような備えができるのかを考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 避難所での生活を想像しながら過ごしました。今回は友達と

一緒でしたが、知らない人に囲まれて生活するのは大変だと思

いました。また、食べ物の大切さにも気づきました。体験学習Ⅱ

では、東日本大震災の映像を見て、少しこわく感じましたが、そ

こには多くの教訓がつまっていると思いました。防災宿泊で学

んだことは、家族にも伝えていきたいです。           

１組  

 

 

 

 

 

（１

組        ） 

体験学習Ⅱでは、昔、東北でじしんがあり、大きくゆれたことを

松本先生が話してくれました。東京にもひがいがあり、JR と地下

鉄とバスが使えなくなって、遠くまで歩いて帰ったと知り、おどろ

きました。歯みがきをするには、コップ１ぱいの水ではちょっと足り

なかったです。災害が起きると水が出なくなるので、水が大切に

なることを学びました。          

 ２組  

松本先生が作って下さったクイズはとても勉強になり自分の

命の守り方を学ぶことができました。特に、火事になった時に床

と壁に残った空気を吸うことで、有毒ガスなどを吸うことがない

ように避難できることを初めて知りました。このように、初めて知

ったことや詳しく学んだことをこれからの生活に活かしていきた

いです。 

３組 

体験学習Ⅰでは、消火器の使い方や１７１の録音の仕方を教

えていただきました。また、体験学習Ⅱでは、東日本大震災の時

に、東京にも大きな影響があったことを初めて知りました。さら

に、災害が起きたときは、食料を少ししかもらえないと知り、食べ

物や水はとても大切だと思いました。地震はいつ起きるかわから

ないので、今回学んだことを生かしていきたいと思います。    

 ４組 

 

消火器訓練 

公衆電話体験 

心肺蘇生訓練 

宿泊準備 



７月の行事予定 

日 曜 行  事 
こども

ひろば 

１ 金 魚沼移動教室（６年生）  

２ 土   

３ 日   

４ 月   

５ 火   

６ 水 避難訓練  

７ 木   

８ 金 委員会活動 安全指導  

９ 土   

１０ 日   

１１ 月 わくわく班活動  

１２ 火 保護者会（４・５・６年生）  

１３ 水   

１４ 木 保護者会（1・２・３年生）  

１５ 金 クラブ活動  

 

 

 

※新型コロナウイルス感染症の状況により、行事は変更の可能性があります。 

※８月の予定 ８/12・15・16は、学校閉庁日です。 

 

今年度の主な行事等について 

引き渡し訓練 9月 1日（木） 
９月に予定している引き渡し訓練は、今年度は実施

となります。（１・２・３年生） 

運動会 10月22日（土） 

六義公園運動場において、実施する予定です。運動

場への児童の送迎や、会場設営手伝いなどについて、

PTA会長・文京区学務課と連携して進めています。密

を回避しての実施の方向で検討を続けます。 

展覧会 

11月30日（水） 

12月 1日（木） 

12月 2日（金） 

12月 3日（土） 

 体育館にて、実施する予定です。感染症拡大防止の

ため、展覧会の見方について工夫をしながら計画を進

めています。 

土曜授業公開 
12月 3日（土） 

2月25日（土） 

 土曜公開授業は、感染症対策を十分に取りつつ実施

する予定です。 

 

※お知らせ 

 体育の授業において運動をする際、熱中症や酸素不足により、児童が体調を崩すことのない

よう、マスクを外すよう指導しています。なお、教員の一斉指導の場面など、運動を伴わない

状況にあっては、マスクの着用を推奨しています。 

 

  健康観察表について、６月２９日より健康観察表の担任のサイン欄が無くなりました。健康観察表を忘

れた場合には、忘れ対応の用紙に従来通り、担任印（サイン）を押します。その用紙を児童に返却します

ので、家庭で健康観察表に転記してください。その後の保護者のサインや連絡帳への貼付は不要となり

ましたので、よろしくお願いします。 

日 曜 行  事 
こども

ひろば 

１６ 土  ○ 

１７ 日  ○ 

１８ 月 海の日 ○ 

１９ 火 給食終了  

２０ 水 終業式（放送）  

２１ 木 
夏季休業日始 

夏季水泳指導① 

 

２２ 金 夏季水泳指導②  

２３ 土  ○ 

２４ 日  ○ 

２５ 月 夏季水泳指導③  

２６ 火 夏季水泳指導④  

２７ 水 夏季水泳指導⑤  

２８ 木 夏季水泳指導⑥  

２９ 金 夏季水泳指導⑦  

３０ 土   ○ 

３１ 日  ○ 

７月の生活目標 『計画的に行動しよう』

 


